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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　符号化されたビデオビットストリーム中のスケーラブルネスティング補足強調情報（Ｓ
ＥＩ）メッセージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセ
ル化された各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数の
シンタックス要素を復号することを備え、ここにおいて、
　前記符号化されたビデオビットストリームは、前記ビデオデータのコード化されたピク
チャを備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたネストされたいずれのＳＥＩメッセージ中にもなく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化されたビデオ
ビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれ
のセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可能
である、方法。
【請求項２】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素を含み、前記方法はさらに、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから
、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄ
ｘ[i]シンタックス要素の数－１を特定するシンタックス要素を復号することを備え、こ
こにおいて、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞ
れのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれぞ
れの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれのセットを特定する、請求項１に記
載の方法。
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【請求項３】
　前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメ
ータのセットを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記スケーラブルネスティング
ＳＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストされたＳＥＩメッセージを復
号することをさらに備え、ここにおいて、前記ネストされたＳＥＩメッセージの各々は、
前記複数のシンタックス要素によって識別される前記動作点のすべてに適用可能である、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数のシンタックス要素を復号することは、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉ
ｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス
要素に関連して、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記複数の動作
点のそれぞれの動作点に関連付けられた最大時間識別子を示すそれぞれの変数を特定する
ために用いられるそれぞれの第２のシンタックス要素を復号することを備え、前記それぞ
れの変数は、前記それぞれの第２のシンタックス要素の値－１に等しく設定される、請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のシンタックス要素を復号することは、
　前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージが適用される前記複数の動作点における
少なくとも１つのそれぞれの動作点について、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、第１のシンタックス要素と第２
のシンタックス要素とを復号することと、
　前記第１のシンタックス要素に少なくとも部分的に基づいて、前記それぞれの動作点の
最大時間識別子を決定することと、
　前記第２のシンタックス要素に少なくとも部分的に基づいて、前記それぞれの動作点の
レイヤ識別子のセットを決定することとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　機器であって、前記機器は、
　ビデオデータを記憶するように構成された記憶媒体と、
　１つ以上のプロセッサとを備え、前記１つ以上のプロセッサは、
　符号化されたビデオビットストリーム中のスケーラブルネスティング補足強調情報（Ｓ
ＥＩ）メッセージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセ
ル化された各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数の
シンタックス要素を復号するように構成され、ここにおいて、
　前記符号化されたビデオビットストリームは前記ビデオデータのコード化されたピクチ
ャを備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化
されたビデオビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別
子のそれぞれのセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによ
って導出可能である、機器。
【請求項８】
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　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素を含み、前記１つ以上のプロセッサは、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッ
セージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿
ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の数－１を特定するシンタックス要素を復号するよう
に構成され、ここにおいて、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス
要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素は、前記複数の
動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれのセットを特定する
、請求項７に記載の機器。
【請求項９】
　前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメ
ータのセットを含む、請求項７に記載の機器。
【請求項１０】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、
前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネス
トされたＳＥＩメッセージを復号するようにさらに構成され、ここにおいて、前記ネスト
されたＳＥＩメッセージの各々は、前記複数のシンタックス要素によって識別される前記
動作点のすべてに適用可能である、請求項７に記載の機器。
【請求項１１】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記複数のシンタックス要素を復号することの一部とし
て、前記１つ以上のプロセッサが、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタ
ックス要素の各ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素に関連して、前記ス
ケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に
関連付けられた最大時間識別子を示すそれぞれの変数を特定するために用いられるそれぞ
れの第２のシンタックス要素を復号し、前記それぞれの変数が、前記それぞれの第２のシ
ンタックス要素の値－１と等しく設定されるように構成される、請求項８に記載の機器。
【請求項１２】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージが適用さ
れる前記複数の動作点における少なくとも１つのそれぞれの動作点について、前記１つ以
上のプロセッサが、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、第１のシンタックス要素と第２
のシンタックス要素とを復号し、
　前記第１のシンタックス要素に少なくとも部分的に基づいて、前記それぞれの動作点の
最大時間識別子を決定し、
　前記第２のシンタックス要素に少なくとも部分的に基づいて、前記それぞれの動作点の
レイヤ識別子のセットを決定するように構成される、請求項７に記載の機器。
【請求項１３】
　機器であって、前記機器は、
　ビデオデータを記憶するための手段と、
　符号化されたビデオビットストリーム中のスケーラブルネスティング補足強調情報（Ｓ
ＥＩ）メッセージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセ
ル化された各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数の
シンタックス要素を復号するための手段を備え、ここにおいて、
　前記符号化されたビデオビットストリームは、前記ビデオデータのコード化されたピク
チャを備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
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れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること、及び前記符号化されたビデ
オビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞ
れのセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可
能である、機器。
【請求項１４】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素と複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シ
ンタックス要素を備え、前記機器はさらに、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセ
ージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏ
ｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の数を特定する第１のシンタックス要素を復号するため
の手段を備え、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それ
ぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれ
ぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のセットを特定し、前記複数のｎｅｓｔｉｎ
ｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要素の各それぞれ
のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要
素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられた最大時間識別子を示すそれ
ぞれの変数を特定するために用いられ、前記それぞれの変数は、前記それぞれのｎｅｓｔ
ｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要素の値－１
に等しく設定される、請求項１３に記載の機器。
【請求項１５】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記スケーラブルネスティング
ＳＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストされたＳＥＩメッセージを復
号するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ネストされたＳＥＩメッセージの各
々は、前記複数のシンタックス要素によって識別される前記動作点のすべてに適用可能で
ある、請求項１３に記載の機器。
【請求項１６】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、機器によって実行さ
れると、前記機器を、
　符号化されたビデオビットストリーム中のスケーラブルネスティング補足強調情報（Ｓ
ＥＩ）メッセージから、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセ
ル化された各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数の
シンタックス要素を復号するように構成し、ここにおいて、
前記符号化されたビデオビットストリームは、ビデオデータのコード化されたピクチャを
備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化されたビデオ
ビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれ
のセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可能
である、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１７】
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　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素と複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シ
ンタックス要素を備え、前記命令はさらに、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記スケーラブルネスティング
ＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の数を特
定する第１のシンタックス要素を復号するように前記機器を構成し、前記複数のｎｅｓｔ
ｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄ
ｘ[i]シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイ
ヤ識別子のセットを特定し、各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿
ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関
連付けられた最大時間識別子を示すそれぞれの変数を特定するために用いられ、前記それ
ぞれの変数は、前記それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌ
ｕｓ１［ｉ］シンタックス要素の値－１に等しく設定される請求項１６に記載のコンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項１８】
　前記命令は、前記機器を、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージから、前記
スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストさ
れたＳＥＩメッセージを復号するようにさらに構成し、ここにおいて、前記ネストされた
ＳＥＩメッセージの各々は、前記複数のシンタックス要素によって識別される前記動作点
すべてに適用可能である、請求項１６に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１９】
　ビデオデータを符号化するための方法であって、前記方法は、
　スケーラブルネスティング補足強調情報（ＳＥＩ）によってカプセル化された各ネスト
されたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数のシンタックス要素を
含む前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージを生成することを備えることと、こ
こにおいて、
　符号化されたビデオビットストリームは、前記ビデオデータのコード化されたピクチャ
を備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビットストリームから、前記それぞれの
動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意のネッ
トワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化されたビデオビット
ストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれのセッ
ト中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可能である
、
　前記符号化されたビデオビットストリーム中で、前記スケーラブルネスティングＳＥＩ
メッセージを信号伝達することとを備える方法。
【請求項２０】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素を含み、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネ
スティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要
素の数－１を特定するシンタックス要素を含み、ここにおいて、前記複数のｎｅｓｔｉｎ
ｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞ
れのセットを特定する、請求項１９に記載の方法。
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【請求項２１】
　前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメ
ータのセットを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージに、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストされたＳＥＩメッセージを含め
ることをさらに備え、ここにおいて、前記ネストされたＳＥＩメッセージの各々は、前記
複数のシンタックス要素によって識別される前記動作点のすべてに適用可能である、請求
項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞれのｎｅｓ
ｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素に関連して、前記スケーラブルネスティン
グＳＥＩメッセージ中に、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられた最大時
間識別子を示すそれぞれの変数を特定するために用いられるそれぞれの第２のシンタック
ス要素を含めることをさらに備え、前記それぞれの変数は、前記第２のシンタックス要素
の値－１に等しく設定される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２４】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージを生成することは、前記１つ以上のネ
ストされたＳＥＩメッセージが適用される前記複数の動作点における少なくとも１つのそ
れぞれの動作点について、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ中に、第１の
シンタックス要素と第２のシンタックス要素とを含めることを備え、前記第１のシンタッ
クス要素は前記それぞれの動作点の最大時間識別子を示し、前記第２のシンタックス要素
は前記それぞれの動作点のレイヤ識別子のセットを示す、請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　ビデオ符号化機器であって、前記ビデオ符号化機器は、
　ビデオデータを記憶するように構成された記憶媒体と、
　１つ以上のプロセッサとを備え、前記１つ以上のプロセッサは、
　スケーラブルネスティング補足強調情報（ＳＥＩ）によってカプセル化された各ネスト
されたＳＥＩメッセージが提供される複数の動作点を識別する複数のシンタックス要素を
含む前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージを生成し、ここにおいて、
　符号化されたビデオビットストリームは、前記ビデオデータのコード化されたピクチャ
を備え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたネストされたＳＥＩメッセージ中のいずれにもなく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれ動作点に関連付けられ
たサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それぞ
れの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意の
ネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化されたビデオビ
ットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれの
セット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可能で
ある、
　前記符号化されたビデオビットストリーム中で、前記スケーラブルネスティングＳＥＩ
メッセージを信号伝達するように構成される、ビデオ符号化機器。
【請求項２６】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素を含み、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネ
スティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要
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素の数－１を特定するシンタックス要素を含み、ここにおいて、前記複数のｎｅｓｔｉｎ
ｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞ
れのセットを特定する、請求項２５に記載のビデオ符号化機器。
【請求項２７】
　前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメ
ータのセットを含む、請求項２５に記載のビデオ符号化機器。
【請求項２８】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージに、前
記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネスト
されたＳＥＩメッセージを含めるように構成され、ここにおいて、前記ネストされたＳＥ
Ｉメッセージの各々は、前記複数のシンタックス要素によって識別される前記動作点のす
べてに適用可能である、請求項２５に記載のビデオ符号化機器。
【請求項２９】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタッ
クス要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素に関連して
、前記１つ以上のプロセッサが、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ中に、
前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられた最大時間識別子を示すそれぞれの
変数を特定するために用いられるそれぞれの第２のシンタックス要素を含めるように構成
され、前記それぞれの変数は、前記第２のシンタックス要素の値－１に等しく設定される
、請求項２６に記載のビデオ符号化機器。
【請求項３０】
　前記１つ以上のプロセッサは、前記１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージが適用さ
れる前記複数の動作点における少なくとも１つのそれぞれの動作点について、前記１つ以
上のプロセッサが、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージ中に、第１のシンタ
ックス要素と第２のシンタックス要素とを含めるように構成され、前記第１のシンタック
ス要素は前記それぞれの動作点の最大時間識別子を示し、前記第２のシンタックス要素は
前記それぞれの動作点のレイヤ識別子のセットを示す、請求項２５に記載のビデオ符号化
機器。
【請求項３１】
　ビデオ符号化機器であって、前記ビデオ符号化機器は、
　スケーラブルネスティング補足強調情報（ＳＥＩ）メッセージによってカプセル化され
た各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数のシンタッ
クス要素を含む前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージを生成するための手段と
、ここにおいて、
　符号化されたビデオビットストリームは、ビデオデータのコード化されたピクチャを備
え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去すること及び前記符号化されたビデオ
ビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞれ
のセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可能
である、
　前記符号化されたビデオビットストリーム中で、前記スケーラブルネスティングＳＥＩ
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メッセージを信号伝達するための手段とを備えるビデオ符号化機器。
【請求項３２】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素と複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シ
ンタックス要素を備え、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケー
ラブルネスティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタ
ックス要素の数を特定する第１のシンタックス要素を含み、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿
ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シン
タックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子の
セットを特定し、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕ
ｓ１［ｉ］シンタックス要素の各ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐ
ｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けら
れた最大時間識別子を示すそれぞれの変数を特定するために用いられ、前記それぞれの変
数は、前記それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［
ｉ］シンタックス要素の値－１に等しく設定される、請求項３１に記載のビデオ符号化機
器。
【請求項３３】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストされたＳＥＩメッセージを含み
、ここにおいて、前記ネストされたＳＥＩメッセージの各々は、前記複数のシンタックス
要素によって識別される前記動作点のすべてに適用可能である、請求項３１に記載のビデ
オ符号化機器。
【請求項３４】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、ビデオ符号化機器に
よって実行されると、前記ビデオ符号化機器を、
　スケーラブルネスティング補足強調情報（ＳＥＩ）メッセージによってカプセル化され
た各ネストされたＳＥＩメッセージが適用される複数の動作点を識別する複数のシンタッ
クス要素を含む前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージを生成し、ここにおいて
、
　符号化されたビデオビットストリームは、ビデオデータのコード化されたピクチャを備
え、
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された１つ以上のネストされたＳＥＩメッセージを含
み、
　前記複数のシンタックス要素は、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージによ
ってカプセル化されたいずれのネストされたＳＥＩメッセージ中になく、
　前記複数の動作点の各それぞれの動作点について、前記それぞれの動作点に関連付けら
れたサブビットストリームは、前記符号化されたビデオビットストリームから、前記それ
ぞれの動作点に関連付けられたそれぞれの時間識別子よりも大きい時間識別子をもつ任意
のネットワーク抽象化レイヤ（ＮＡＬ）単位を除去するとともに、前記符号化されたビデ
オビットストリームから、前記それぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子のそれぞ
れのセット中にないレイヤ識別子をもつ任意のＮＡＬ単位を除去することによって導出可
能である、
　前記符号化されたビデオビットストリーム中で、前記ＳＥＩメッセージを信号伝達する
ように構成する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記複数のシンタックス要素は、複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタック
ス要素と複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［ｉ］シ
ンタックス要素を備え、前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケー
ラブルネスティングＳＥＩメッセージ内の前記ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタ
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ックス要素の数を特定する第１のシンタックス要素を含み、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿
ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シンタックス要素の各それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｏｐ＿ｉｄｘ[i]シン
タックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けられたレイヤ識別子の
セットを特定し、前記複数のｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕ
ｓ１［ｉ］シンタックス要素の各ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐ
ｌｕｓ１［ｉ］シンタックス要素は、前記複数の動作点のそれぞれの動作点に関連付けら
れた最大時間識別子を示すそれぞれの変数を特定するために用いられ、前記それぞれの変
数は、前記それぞれのｎｅｓｔｉｎｇ＿ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１［
ｉ］シンタックス要素の値－１に等しく設定される、請求項３４に記載のコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記スケーラブルネスティングＳＥＩメッセージは、前記スケーラブルネスティングＳ
ＥＩメッセージによってカプセル化された、複数のネストされたＳＥＩメッセージを含み
、ここにおいて、前記ネストされたＳＥＩメッセージの各々は、前記複数のシンタックス
要素によって識別される前記動作点すべてに適用可能である、請求項３４に記載のコンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記機器は、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ、または
　ワイヤレス通信機器、のうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記載の機器。
【請求項３８】
　前記復号されたビデオデータを表示するように構成された表示器をさらに備える、請求
項７に記載の機器。
【請求項３９】
　前記ビデオ符号化機器は、
　集積回路、
　マイクロプロセッサ、または
　ワイヤレス通信機器、のうちの少なくとも１つを備える、請求項２５に記載のビデオ符
号化機器。
【請求項４０】
　前記ビデオデータを取得するように構成されたカメラをさらに備える、請求項２５に記
載のビデオ符号化機器。


	header
	written-amendment

